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《調　査》
服飾デザイナーおよびパタンナーの仕事
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1　はじめに　調査の目的
　日本的雇用慣行の見直しの議論のなかで，またしても専門性あるいは専門
職の重要性が強調されている。そのなかで，論れた研究も出てきている（今
野・下田［1995コ太田［1993，1996］）。また：女性については，家庭と両立で
きる仕事としての期待が大きい。ただ，現在，専門職とみらている人たちの
仕事やキャリアの実態に関する研究の蓄積がそれほど進んでいるわけではな
い。看護婦にしろ弁護士にしろ，ましてや医師については，よくわからない
ところが多・い。
　そういった研究の空白をうめる意味において，アパレル企業における専門
職，とくにデザイナーやパタンナーの実態を探る調査を行った。アパレル3
社（アパレル製造卸）に対して聞き取り調査を行った。まず，人事部門で，
デザイナー・パタンナーの処遇などの概要を聞き，各社で何人かのデザイ
ナーにインタビューを行った。時期は，1993年12月から1994年2月である。
　デザイナーやパタンナーの調査で筆者が関わったものとしては，中部産業
政策研究会［1992］　（pp．290－97）や日本労働研究機構［1995］　（pp．！10－
18）がある。また，この調査結果だけでなく，企業内専門職全体をまとめて
論じたものとしては，脇坂［！995］や日本労働研究機構［1995］　（序章）が
ある。
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2　仕事の流れ
　まず最初に，デザイナー，パタンナーの仕事内容を把握するために，アパ
レル商品が企画されてから消費者に売られるまでの流れをみておこう。
　展示会を中心に仕事は動いていく。大きくは，春夏物と秋冬物のシーズン
にあわせて，計画をたてる。営業，小売店からの情報，市場調査からの情
報，国内外のファッション動向をもとに，次のシーズンの方向性を定める。
そしてMD（マーチャンダイザー）がブランドコンセプト，販売計画に基づ
き，打ち出し時期，テーマ設定，アイテム構成，型数，価格などのMDプラ
ンを作成する。この時点で，原材料メーカーなどは，ほぼ決まっている。
MDプランに基づき，デザイナー，パタンナーs生産スタッフも加わって，
素材，色，シルエヅトなどのマスタープランを決定する。このマスタープラ
ンをもとに，デザイナーがデッサンを始め，チーフ・デザイナー，MD，生
産，営業がチェックして，デザイン画を決定する。また，アイテム構成，型
数，価格案も決められる。この時点で，発注量を決定し，テキスタイルメー
カーや商社に注文する。決定されたデザイン画をもとに，パタンナーはパ
ターン（型紙）を作る。そして加工指示書とパターンを生産メーカーに送
り，サンプルの作成を依頼する。できあがったサンプルをMD，デザイナーs
パタンナー，生産スタッフがチェックし，最終的な価格を決める。以後は，
カタログ作成などの販売促進プランを作成し，展示会を待つ。展示会では，
営業の商談において必要とされる商品情報をデザイナー，パタンナーが提供
する。展示会終了後，受注データをもとに商品の発注量，納期を決定する。
その後，売れ行きにしたがい，追加商品の発注管理・生産管理をおこない，
また店頭での情報収集と分析により，次のシーズンに入る。
　このように，企業デザイナーの仕事は，自分でヅラソドコンセブ．トを作り
出すことはしないが，素材，色，シルエットなどの重要な点を決定するマス
タープラン決定に参加するので，かなり自分の主張を入れることができる。
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ただ；大きなブランドであれぽ，ここに参加できるのはチーフ・デザイナー
のクラスになる。またMDやパタンナーとのキャリアの差によって，発言の
重みも違ってくる。それまでの実績が，自分の意見がどれだけ通るかを左右
する。
　パタンナーもこのマスタープラン作成に関わるが，何よりもデザイン画が
できあがったところで，実際に縫えるかどうか，あるいはそのようなパター
ンを作れるかどうかがポイントとなる。ゆえに，パタンナーには感性だけで
なく，かなりの技能が要求される。パタンナーのほうにデザイナーよりも職
人気質の人が多いようだ。そして，デザイナーとの打ち合わせが重要にな
る。デザイン画のイメージとまったく異なるパターンを作ってもダメだし，
どんなに絵としては美しくても，縫ったり編んだりできないようなもので
は，パターンを作れない。だから，デザイナーとパタンナーとの密接な協力
がないと，メーカーにきちんと指示できる物ができない。
　仕事は，ブランドごとに分かれ，それぞれデザイナー，パタンナーがお
り，人数はブランドの大きさによって異なる。海外のデザイナーと提携して
いるブランドのケースは，上に述べたVスターフ。ラソまで詳細に指示してく
るブランドの場合と，マスタープランかサンプルができた段階でチェックす
るだけで，あとはフリーのブランドの場合がある。
3　調査結果
　3－1　A社
　3－1－1　企業概要
　A社は1959年設立，現在（1993年）資本金110億3025万円，売上高1300億円
あまりの大手アパレル企業である。高級婦人・紳士・子供服を扱っている。
従業員は，A社グループ全体で約6500名（6割が女性），　A社では約2400名
（4割が女性）である。販売員はグループの別会社に所属する。デザイナー
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やパタンナーは，社員と嘱託に分かれるが，嘱託は約50名で大半が社員であ
る。社員では，デザイナー185名，パタンナー206名で（1994年4月1日現
在），この8年間，人数は減っている。嘱託は全員途中入社で年俸制をとって
いる。年俸額は前職の年収を参考にし，3～4年経過した時点で，その人の
技術能力と本人の希望により一般従業員に切りかえることもある。
　A社では，デザイナー・パタンナーの8割が女性である。平均年齢はA社
全体では31．7歳（男性33．1歳，女性29．6歳）で，毎年0．3～0．4歳つつ伸びて
いる。近年は一般従業員は短大，大卒のみ採用している。デザイナーとパタ
ンナーも2～3年以上の専門教育が必要で，新卒採用を原則としている。デ
ザイナーとパタンナーの平均年齢はどちらも33歳で，会社平均よりも少し高
い。
資格制度
　A社の資格制度は，社員ひとりひとりの意志に応じた将来的な展望を選択
できる「コース別資格等級制度」になっている（図1参照）。基礎習熟期をす
ぎると，専門能力育成期として，DP職コース，総合職コース，担当職コース
に分かれる。DP職コースのデザイナー・パタンナーは，原則として，採用
時から職種を限定して採用されている。DP職コースには，顧客満足を実現
する商品を開発する役割が期待され，感性，専門的な知識・技能をみがきな
がら，つぎの開発専門職コースをめざすことを期待されている。
　このように，デザイナー・パタンナーはほとんどが正社員であり，その処
遇は，コースが異なるだけで，総合職と同じである。なぜ，すべて嘱託のよ
うな1年契約にしないかというと，能力的に行き詰まったといって都合のよ
い期間で契約打ち切りを行うと，全体的なモラルダウンが大きいと考えられ
るからである。一般的には，fデザイナーは感性が必要であり，パタンナーに
は感性と技術が必要である」といわれている。しかしデザイナーのもつ感性
は年齢とは無関係である。感性がなくなったことを自覚して辞めるものもい
一178一
服飾デザイナーおよびパタンナーの仕事　179
図l　A社のコース別資格等級制度
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るだろう。パタンナーには，会社の商品にかかわるノウハウの蓄積が必要で
ある。また，デザイナー・パタンナーであっても，他の職務へ異動すること
もできる。たとえばデザイナーとしての能力に行き詰まりを感じても，それ
までの生産などの経験・知識を生かして，インダストリアル・デザイナーと
して活躍することもできる。デザイナー・パタンナーは年に1割ほどが異動
している。これらが，専門職を一般従業員とし，また同じコース別資格等級
制度のなかで処遇している理由である。A社はデザイナー（パタンナ・一一　）を
企業内デザイナー（パタンナー）として育成していることを強調している。
ゆえに，A社の方針に従うことが第一で，つぎにブランドの方針，最後に個
人の方針といった優先順位がある。だからチームワークが重要で，これに従
えない人はA社では一般従業員としては雇用できない。
評価制度
　専門職については，近い将来，年俸制にしたいという意向もある。ただ，
デザイナー・パタンナーの能力の判定は難しい面があり，デザイナー・パタ
ンナーの関わった商品の売上高などは，個人別に評価できる面とできない面
がある。売上高だけが客観的な判断材料とは限らない。ある商品がよく売れ
たといっても，営業や販売の努力かもしれないし，その逆のケースもある。
だから，デザイナー・パタンナーのモノづくりの評価ができるシステムを作
らないと年俸制は難しい。
　デザイナー・パタンナーも一般社員と同じように，年2回の人事考課をう
け，考課の結果は賞与に反映される。人事考課の一次考課者は，チーフ・デ
ザイナー，チーフ・パタンナーであり，企画・開発の課長，ブランド次長，
ブランド部長が二次・三次考課者となる。考課する側にデザイナー・パタン
ナーの経験や理解がないと評価は難しい。
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目標管理制度
　A社では3年前より，人事考課は目標管理とセットで行われている。目標
管理を導入したのは，以前は以心伝心でのコミェニケーションに頼っていた
ところがあり，目標設定が不十分なところがあった。それを目標管理シート
でもって，半期に1度以上面談することにより，仕事の方向づけ・進捗状況
を確認する目標管理を行う。デザイナー・パタンナーについても目標管理を
おこない，個人個人の感性で勝負することから，企業方針に沿ったデザイン
を，グループでチームワークにより創造するよう指導育成している。ただ
「目標管理におけるフォーマットも一般職員と別なものにしてほしい」等
の，デザイナー・パタンナーからの意見もあり，現在検討中である。
　3－1－2　個人面接
　　（1）A社Dさん（デザイナー；39歳女性）
　高校卒業後，ゴム会社に6年，事務職として勤める。このあいだに，デザ
イン専門学校夜問部に4年通う。1980年にA社に入社し，○ブランドに配属
になる。1年間は絵の勉強のため情報収集などのリサーチを行う。その後，
布吊（カット）のプリントのデザインを行う。5年目に希望によりニットの
デザインに変わる。9年目に現在のPブランドに移る。動機は，社内の違う
ブランドをみたい，違うデザインをやってみたかったことによる。Pブラン
ドは40歳台ミセス向けの大きいサイズのブランドである。布畠6割，ニット
4割である。Dさんは，ニットのデザイナーとして移り，現在はニット・デ
ザイナーのリーダー的立場にある。
　ニットデザインは3人体制でおこなっていたが，1ヶ月面から5人体制に
なっている。エレガンス・ゾーンとスポーツ・ゾーンに分かれている。Dさ
んは4～5年目の1名と一緒に仕事を行う。まだ仕事を覚えてもらっている
状況である。こういつたニットデザインのなかでの仕事の分担は，展示会ご
とに決める。年5回の展示会と年1回のイベントのサイクルにあわせて，仕
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事が進められていく。各自得意なデザインを担当する。
　コーディネーターやMDが企画・テーマを決定し，おおよその色や素材が
決定される。その説明を聞いてイメージを作る。4～5年でイメージがわか
るようになる。そしてイメージ画を作る。50～60のアイテムを1週間ぐらい
で仕上げる。デザイン画は編地を確認しながら仕上げ，イメージ画と心地が
同時になかなかそろわないため，！ヶ月かかる。パタンナーに渡し，メー
カーに発注するときまでデザイナーが関わる。展示会にも出て，小売店の意
見や反応をみる。
　デザイナーとしての仕事は，仕事をしながら覚えていく。最初は流れがっ
かめないが，徐々に担当範囲が広がる。Dさんは5年目にゾーン全体をまか
されたが｝このように色出しから展示会まで一貫して任されたときが，一番
うれしかった。
　ものを作ることが好きなので，今後もデザイナーをずっとやっていきたい
が，現在の大きいサイズのブランドでなく，レギュラーサイズの女性の服の
デザインをしてみたい。
　　（2）A社Eさん（デザイナー；3！歳女性）
　大学卒業後，商社で4年間事務をおこなう。そのあいだに2年間，デザイ
ン専門学校の産業デザイン科に通う。一昨年の秋に卒業し，1992年4月にA
社に入社して，現在2年目である。もともとA社が好きであったが，大学卒
業時にはデザインの知識がなく，競争倍率も高く，入れなかった。長年の希
望がかなったわけで，ずっとデザイナーの仕事を続けていくつもりである。
　1年目は配属なしで，雑用やアシスタントの仕事であった。2年目の4月
からPブランドのエレガンス・ゾーンに配属になる。カット・チーム5人の
なかに属している。10年目の先輩がデザインをおこなうが，意見を聞いてく
れる。9月よりコーディネイトなどを任されている。まとめる力をつけるた
めである。
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　A社はパタンナーが強いと思う。デザイン学校では，デザイン画のよし悪
しが成績となったが，A社のパタンナーはデザイン画のボタンの大きさまで
厳しくチェヅクする。ただ付き合いが長くなるとわかるようになってくると
思う。厳しいけれど勉強になる。
　転職してまでデザイナーになったのだから，デザイナーとして続けていく
つもりだが，Pブランドでなく，多くの女性に着てもらえる服を作りたい。
　　（3）A社Fさん（パタンナー；31歳女性）
　3年の専門学校を卒業し，A社に入社した。デザインは不得手だったので
デザイナーにはなれないと思っていたが，服づくりに関わりたかった。
　入社時はQブランドに配属になり，まずニヅトのパターンをやり，2年目
に布吊（カット）に移った。1ミリ，2ミリの細かい専門的な仕事で，ここ
でみっちり仕込まれたのが良かった。ニットはそれほど細かくないので，こ
の時点で謡曲をしたのがよかった。
　3年目に現在のPブランドに移る。カットを2年間行った。この時点でP
ブランドにはニットのパタンナーはいなかった。2年終えたあと，ニットを
やってみないかと誘われ現在5年目になっている。Pブランドでは，カット
がデザイナー5名，パタンナー12名なのに対し，ニットはデザイナー5名，
パタンナー2名の体制で行っている。カットでもニットでも，パターンの技
術の基本を体得するのに最低2年はかかる。
　デザイナーが表をあつかい，パタンナーが裏をあつかっている。パタン
ナーは，着心地も考え，裏の縫い方の始末などに配慮する。デザイン画とし
ては書けても，パターンが引けないようなものがあるので，デザイナーとの
コミュニケーションで解決していく。パターンの技術も年々進歩するので，
年1回，専門家の講習に通っている。あるいは編み方の講習会にも出る。編
地の作り方から勉強するのは，パターンをするのに参考になる。
　現在独身だが，家庭と仕事の両立は難しいと思う。またブランクが長いと
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元に戻るのにたいへんである。デザインを見てパターンのイメージをえがく
にe＃　，日頃ファッションの先端に接していないと感覚がついていけない。職
場でも産休などで1年ブランクのあった人はいるが，4～5年ブランクの人
はいない。
　今後のキャリアでは，普通のサイズがしてみたい。最初のQブランドが短
かったためである。でも，ずっとQブランドにいたら，普通サイズでないも
のをしたくなっていたであろう。いままでで最も感激したのは，自分の手が
けた服を街で見かけたときである。自分の手がけたものは全部覚えていて，
見れば必ずわかるが，昼に街を歩くチャンスが少なく，出会う機会が少な
い。
　　（4）A社Gさん（パタンナー；28歳女性）
　3年忌専門学校を卒業し，1987年A社に入社した。デザイン画が苦手だっ
たのでパタンナーのほうが向いていると思った。入社後，子供服のブランド
に配属され，1年半経験した。その後，現在のPブランドに異動した。仕事
じたいは大きく変わらないが，子供服が平面的であるのに対し，婦人服は立
体的なパターンの技術を要する。
　Pブランドでは，ずっとカットを担当している。現在はブラウスをGさん
ともう一人で担当している。ほかに，ボトムやジャケットを担当しているパ
タンナーがいる。メインの4回の展示会では，20～30アイテムのパターンを
引く。1つのパターンが出来るまでには，最低でも，パターン引きに1日，
事務に半日と1日半かかる。できるとデザイナーとチェックするが，やり直
しはあまりない。
　専門学校では基礎だけという感じだったが，卒業して会社で先輩から学ぶ
ことが多い。最初は教えてもらわないと全くわからないが，おおよそ2年で
体得し，それ以降は，自分で考えてしたくなる。仕事の数をこなしていく
と，素材も体型をわかるようになり，経験から判断できるようになってい
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く。仕事をやっていてうれしいのは，デザイナーが出来上がりをほめてくれ
た時とその商品が売れたときである。
　今後はフル・アイテムをこなせるようになりたい。ボトム→ブラウス→
ジャケットと難しくなっていくので，まずはジャケットをマスターしたい。
また自分の年齢にあったものを作ってみたいと思うこともある。将来は，
MDになりたい。パタンナーの仕事は川下の仕事なので，　MDの段階でパタ
ンナーが困らなくてすむようにしたいと思う。
　結婚・出産で仕事を続けるのは厳しい。また，ブランクを作ると，勘を取
り戻すのが難しいので，そのあいだにも自分を磨きつづけなけれぽならな
い。
　3－2　B社
　3－2－1　企業概要
　B社は1951年設立，資本金9800万円，売上高171億円，従業員550名の中堅
アパレル企業である（1993年）。高級婦人・紳士プレタポルテの製造販売を
している。B社の組織をみると，本社と同じ敷地に従業員500名ほどの関連
会社があるが，そこに製造部門と商品本部がある。パタンナーは，この会社
に所属する。そしてB社本社に，営業部門と経営企画室（社長室）およびデ
ザイン企画室があり，デザイナーはここに所属する。デザイナーは原宿の事
務所にいるが，パタンナーは，本社のある都市の製造部門と同じ社屋に製作
工房がある。形式上はデザイナーとパタンナーが異なる会社に所属している
ことになるが，デザイナーとパタンナーにかぎって述べる。
　デザイナーはチーフが6名，アシスタントが4名いる。！人だけ男性であ
る。平均年齢は36．2歳，平均勤続年数は9年である。年齢は29～51歳までの
ばらつきがある。
　パタンナーは，CADのコソピ＝一ター担当を含めて37名おり，うち男性
が6良いる。チーフ・パタンナーは7名いる。平均年齢は35．2歳，平均勤続
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年数は11．2年である。
処遇
　デザイナーは，1年契約の年俸制である。デザイナーは給料の高いところ
へ移動する傾向があるため，一般社員と異なる処遇を行っている。一方，パ
タンナーは一般社員と同じ処遇をうけている。デザイナーとパタンナーの勤
務地が異なるので，採用も別々に行っている。
　ブランド別にデザイナー・パタンナーの仕事が分かれているが，チーフは
本人にあったブランドであれば，まず変えない。チーフの下のデザイナー・
パタンナーは，要員，性格，ローテーションなどの要因で担当ブランドを変
えていく。パタンナーでは，紳士服から婦人服に変わることはほとんどない
が，婦人服から紳士服に変わることは多い。
　3－2－2　個人面接
　　（1）B社Hさん（チーフ・デザイナー；33歳女性）
　短大の服飾デザインコース2年を卒業したあと，就職が決まらなかったが
上京する。就職情報誌でファッション・アドヴァイザーの応募があったので
申し込む。面接で，総務部長からデザイナーの仕事をしないかと誘われ，受
諾し，現在に至っている。
　入社当時はデザイナーはチーフ，アシスタン’ト含め4名であった。1年間
アシスタントをしたあと，一つのブランドの担当となる。前任者が退職した
ためであった。そのブランドを半年したあと，次のブランドにうつり3年お
こなう。このころは，MDの指示のもとにデザインをおこない，総合的に
チェックするデザイナーもいた。つぎに移ったRブランドで全面的に任され
るようになる。海外との提携ブランドであったが，こちらから提案すると受
け入れてもらえることが多く，みずからのブランドを生み出している感じで
あった。Rブランドに5年携わり，もっとやりたかったが，提携ブランドの
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会社が他の日本の会社に契約を変更したため，Sブランドに移り，現在3年
半経過している。H：さんがチーフで，その下にアシスタントが1名いる。年
間スケジュールは，秋冬2回，春夏2回の展示会のサイクルにあわせて，仕
事を行っている。1回に100～150のデザイン画を書く。たえず書いているの
ではなく，アイデアやイメージが固まったときに短期的に集中して書く。
　年俸は毎年決められ，14ヶ月割で毎月支払われる。あと2ヶ月は一般社員
のボーナス時に支払われる。年俸の上がり方は，おおむね一般社員のベー
ス・アップ分だけ上がっている。
　Sブランドはパリのオートクチュールで，パーティ・ドレスなどを念頭に
デザインされており，日本での市場と全く異なるものである。だから，日本
にあわせたものをデザインするが，向こうにチェックしてもらう。デザイ
ン・イメージについて，頼むと送ってくれることもあるし，直接互いに出
会って話し合うこともある。総合商社の人が通訳してくれる。パリへは定期
的に足を運んでいる。
　パタンナーとの打ち合わせや調整は電話でおこなうことが多い。展示会の
まえには，必ず本社のある都市へ行くが，できれば近いほうがよい。パタン
ナーも東京へ出てくることが多い。
　Rブランドのときに，テレビでのショーも行い，印象に残る思い出が多
い。自分にとって理解しやすかったブランドであった。現在のSブランド
は，フォーマルな要素が強く，少し苦しんでいる。
　　（2）B社1さん（チーフ・デザイナー；31歳女性）
　専門学校のファッション・ビジネス科を2年学ぶ。おもにマーチャンダイ
ジングや計数，デザインなどを勉強する。卒業後，企画をやりたかったが，
就職した会社では販売員が条件であった。半年後，やはり企画がやりたかっ
たため，B社に転職する。就職情報誌にB社の企画の募集があって応募し
た。最初にあるブランドの企画事務を3年おこなう。つぎに小さいブランド
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を3年たずさわるが，このときから企画だけでなく，デザインも行うように
なる。このときから，一般社員の処遇でなく，1年契約の処遇になる。ただ
し純粋なデザイナーでなく，企画という形になっている。そして4年前か
ら，現在の婦人服のブランドの企画とデザインを行い，2年前にチーフに
なっている。
　年俸は毎年決められるが，年俸の上がり方は，一般社員のベース・アップ
分である。また年俸額も一般社員の同年代の者とほぼ同じになっている。リ
スクはあるが，もっと差のつく年俸額にしてほしい。
　現在のブランドはフランスと提携しているものだが，パリ・コレクション
のものを日本市場向けに修正していく。ただ，このブランドは，百貨店での
売り場の構成まで指定するぐらい，厳しい。だからデザインも自分の考えを
取り入れことのできる部分は少ない。また，このブランドのターゲットが40
歳台で，自分の年齢より10歳高いが，そういう感覚にする必要はない。若い
感覚のほうがよいからである。しかしパターン・メイクのうえで体型上の問
題があるので，それを意識したデザインにする必要がある。このブランドは
日本に営業所があるので，そこで打ち合わせをよくやる。フランスには2年
前にいっている。
　パタンナーとの打ち合わせも多い。展示会の前などを中心に出張が多く，
年10回ぐらいは出かける。どうしても，互いに目の前でやったほうが，わか
りやすく早いためである。
　婦人服と紳士服はアイテムも異なるので，婦人服にずっと関わるであろ
う。将来は，MDになりたい。もともと企画が希望であったし，デザイナー
としての経験も生かしていきたい。
　　（3）B社Jさん（チーフ・パタンナー；55歳女性）
　Jさんは高卒後，銀行に2年勤めたあと，上京し2年洋裁学校に通う。デ
ザインの勉強が主だが，J日交代で縫製とデザインを学んだ。在学中に日本
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デザイン協会に2回入賞している。その後，郷里の洋裁学校の先生になるこ
とを見込んで帰郷し，夜間に2年間学ぶ。そして洋裁学校に勤務し，基礎的
なことを教え，ときには園長の代理も勤める。10年ぐらい勤めたあと，1年
間，紳士服のパタンナーとして働く。そして婦人服をやりたかったため，
1974年にB社に入社する。パタンナrをもともと希望していた。以来，20年
近く，B社でパタンナーとして働いている。結婚は1961年におこない，現
在，2人の子をもつ。
　入社時はレインコートをあつかい，つぎにブラウスや簡単なスーツに移っ
ていった。現在は，英国のデザイナーとの提携しているTブランドを担当
し，部下3名をもつ。5年ほど前に元のチーフが退職してから，あとを引き
継ぐ形でチーフになっている。担当ブランドを日本人向けにリデザインす
る。1日～1日半で1型のペースで作業を行っている。現在は，指導する立
場でみている。4～5年前に，有名な先生に立体裁断を学ぶために，月1回
のペースで東京に2年間通ったことが，役に立っている。立体裁断は，ここ
10年来のものだが，現在主流になっている。
　MDやデザイナーとの打ち合わせのために互いに，東京と本社のあいだを
頻繁に行き来している。もしデザイナーが作ることのできないデザインを
送ってきた時は，返すことが多い。細かいところはパタンナーに決定権があ
る。流行により，様々な型が現れてくるが，ほとんど基本的技量でカバーで
きる。仕事をこなせるようになるまでには，専門学校卒業後，2～3年かか
ると思う。
　これまで専業主婦になったことはなく，何かの仕事をしつづけてきたが，
納期などの関係で忙：しい時は，早起きして1日分の家事をすませておいた
り，自宅で仕事をすることもあった。チーフになった時は子供は大学生に
なっており，手がかからないようになっており，仕事に支障はなかった。も
し，途中で雇用の中断があったとしたら，デザイナー・パタンナーは復帰し
たときに，すぐにはついていけないと思う。
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　自分の手がけた作品は，街でみかけるとすぐに分かる。売れ行きのデータ
なども気になるが，上司の指導やアドヴァイスで助かることも多い。今後は
もっと若い作品も手がけてみたいと思う。
　　（4）B社Kさん（サブ・チーフ・パタンナー；40歳女性）
　Kさんは四年制大学の人文学部を卒業後，！年間事務職として働いていた
が，洋裁をやりたくて2年間洋裁学校に通った。それもデザインやパターン
をやることが希望でなく，縫うことに興味があった。B社にも縫製を希望し
ていたので，婦人服のミシン縫製工として入社する。労働省の技能検定に
1982年に2級，1986年に1級金賞に合格する。1級をとったときは，30～3！
歳，入社5～6年目のときであった。縫製ラインで班長にもなった。ずっと
縫製をやっていたかったが，縫製を7年半やったあと，会社の勧めにより，
パタンナーになる。
　パタンナーとしての知識も経験もなかった。パタンナーになる1～2年目
に会社での洋裁の講義に週1～2回出ていたくらいである。しかし，その時
は基礎のおさらいのつもりで受けており，パタンナーになるとは思っていな
かったので，本格的な勉強はしていない。だから，パタンナーになってから
は，全くの初歩から先輩に教えてもらった。B社の自社ブランドに1年，フ
ランスとの提携ブランドに！年，英国との提携ブランドであるTブランドを
5年行って現在に至っている。現在はチーフ・パタンナーのしさんの下で働
いている。
　自分であるていどパターンができるようになるまでに5年かかった。縫製
にくらべると奥が深く，一人前になるには10年くらいかかると思う。同じデ
ザインでもパタンナーにより，できあがるものは十人十色で異なるので，パ
ターン・メーキングに絶対的な正解というものがない。感覚の要素が大き
く，結果的に美しくみえるかどうかが重要だから，奥が深い。美しいパター
ン・メイクをする感性を養うには，いいものに多く接する必要がある。2回
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目に携わったフランスのブランドでは，デザインとパターンの両方が送られ
てきたり，展示会やショーにも関わり，ずいぶん勉強になった。
　縫製をやっていたことが役立つのは，生地の取扱いがわかることである。
どのようにすれぽ縫えるかがわかることが大きい。ただ，現在は縫製のライ
ンも，かなり変わり，縫製のときに扱ったことのない生地もどんどん出てき
ている。そういった時は縫製に聞いている。現在でも，縫製をしたいと思っ
ているが，現場に戻れるほど手がついていかないので，ずっとパタンナーを
続けていくであろう。
　デザイナーとの打ち合わせば，電話で行うことが多い。直通電話があり，
ダメだと思えば，デザインをやり直してもらう。
　結婚しても仕事をやり続けている人がまわりに多いので，一生，仕事を続
けると思う。
　　（5）B社しさん（パタンナー；28歳男性）
　高校の商業科を卒業後，B社に入社し婦人服の縫製を行う。縫製を3年間
おこなったあと，半年間サンプル用の一着縫いを行う。高校では専門的なこ
とは習っていなかったので，この間に，2年間会社が主催する洋裁教室に夜
間通う。一着縫いをやるようになってから，自分でパターンを作ってみたい
と思うようになる。その希望がかなって，パタンナーになり，6年目であ
る。
　最初に婦人服のUブランドを担当し，雑用が中心で，その後他の婦人服ブ
ランドを担当し，またUブランドに戻って，7ヶ月目である。現在，キャリ
ア・ウーマン向けの服を作っている。入社してからは，ずっと婦人服である
が別に違和感はない。たしかに自分が着れるから紳士服のほうが面白そうだ
が，紳士服はバリエーションが少ない。製図のときに縫製ができるかどうか
分かることが重要である。女性のチーフについている。
　Uブランドは，国内のU社ブランドで売るものを，B社が作っている。面
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京のU社に，デザイナーsパタンナーが一緒に行って，企画提案を行う。U
社のOK：がでれば納入できる。決定権は向こうにあるので厳しい。　U社の担
当者も女性で，周りに女性が多いが，男だからの苦労はない。パタンナーと
しての技能は基本的に先輩から教えてもらう。またU社担当になったとき
に，2日間のU社によるパターン研修会に参加した。一人前になるには，
もっと数をこなし，いい線をたくさん引くことだと思う。感性を磨き，細く
みえて着心地のよいものを作りたい。
　今後のキャリアとしては，最初はデザイナーが終点だと思っていたが，現
在は仕事が面白いのでパタンナーのままでよいと思っている。婦人服はバリ
エーションが多く，長く飽きずに続けることができる。
　3－3　C社
　3－3－1　企業概要
　C社は1954年設立，資本金2．4億円，売上高231億円の中堅アパレル企業で
ある（1993年）。高級婦人プレタポルテの製造販売を主としている。輸入商品
が4割とアパレル商品が6割ぐらいである。後者は，海外とのライセンス・
ブランドとオリジナル・ブランドがある。従業員数は，販売社員，マネキン
165名を含めて，459名である。デザイナーはC社ではマーチャンダイザーの
仕事も兼ねているためプランナーと呼ばれ，17名いる。パタンナーは29名
で，プランナー・パタンナーともに全員女性である。
　平均年齢は，販売社員が40．2歳と高く，それを除いたC社全体では30．6
歳，うちプランナー・パタンナーは35．8歳である。プランナーは40歳台が多
く，パタンナーは30歳台が多い。C社の商品の対象が40歳以上であること，
後述するように全員が中途採用であるため，プランナー・パタンナーの平均
年齢が高くなる。
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採用・定着
　プランナー’・パタンナーは全員が中途採用である。他社で5～6年の経験
のある人の目標となりやすい。人事としては，新卒を採用したい意向もある
が，現場からは，新卒者を教育する時間や労力がないということで，経験者
を好んでいる。
　先に述べたように，消費者が年齢が高いということもあって，経験のある
年齢の高い専門職を，現場としては必要としているわけである。他社からの
転職の目標となっているためか，定着率はとても良い。ただ定着がよすぎる
のも問題で，成績の悪いものは出ていってもらったほうが会社としてはよ
い。プランナー・パタンナーだけでなく，他の女性社員の定着もよい。． 乱ｫ
の晩婚化がかなり進んでいる。
処遇
　処遇は，一般社員とプランナー・パタンナー，販売社員で大きく分かれ，
後者は年俸制である。プランナーはもともと年俸契約であったが，パタン
ナーと販売社員を年俸制にしたのは，1993年8月からである。年俸制導入ま
でには2年の準備期間を必要とし，これを契機に，専門職の職務要件を具体
的に作成し評価するようにした。たとえば1年間に何型のデザイン，パター
ン・メイクを行い，1型に何時間かかったなどを測るようにした。年俸制に
より成果を直接反映できるようにした。たとえば，デザインに対する市場で
の評価を契約更新時に反映するようにした。将来的には，すべての社員を年
俸制にもっていきたいと思っている。一般社員では管理職，営業などから年
俸制に移行したいと思っている。
　ただ，プランナー・パタンナーの年俸額そのものは一般社員とほぼ同等の
ものになっている。給与体系も技能給・経験給・年齢給と従来のものを踏襲
している。30歳をこえてから金額に差がつくようになっている。更新時に前
年より額が下がることはない。下げる場合は，その専門職をC社が必要とし
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ないということである。年俸の差は，同年齢のプランナーで650～900万円，
チーフ・パタンナーで450～600万円ぐらいの差がつく。
　個人別の年俸額が現場で漏れているようだが，現場は混乱していない。評
価が年俸額とほぼ一致しているからではないかと思う。
評価
　年俸を決めるときの評価や目標づくりの設定が難しい。本人と上司で目標
を決定していく。上司は企画生産課長である。C社ではMDという職種がな
く，チーフ・プランナーが工場の選定などまで行うため，考課の際のチーフ
の影響力は大きい。プランナー・パタンナーに対して，チーフのプラン
ナー・パタンナーが一次考課者となり，最終的に企画生産課長が考課を決め
る。しかし，最終考課者に専門職の経験者がいないことが問題になってい
る。
　3－3－2　個人面接
　　（1）C社Mさん（チーフ・プランナー；46歳女性）
　最初に就職した外資系の会社では，日本人支店長の秘書のタイピストとし
て3年勤務する。退社後，服飾専門学校に4年通う。その後，デザイナーと
して3つのアパレル会社を2年ぐらいつつ勤める。移動の原因は，トラブル
があったわけでなく，何年かすると，人のうえに立ち，まとめていかねばな
らないが，それが好きでないので辞めた。次の就職先が決まって退職するの
ではなく，辞めて2～3ヶ月遊んで暮らしていると，デザイナーの友人から
の紹介があり就職したことが多い。
　C社に入社したのは1985年ユ2月だが，このケースもC社の友人からの紹介
であった。この時期にC社のイタリアの会社との提携であるWブランドがス
タートした。それでMさんが引っ張られたわけである。Wブランドは，ミセ
ス・ラインということで，それまでの経験が生かせた。ただ，ライセンスの
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やり方が海外ブランドそれぞれ異なるので，最初は少々とまどった。C社の
プランナーは，デザイン画の入手から縫製のチェヅクや工場の選定から依頼
まで行う。これで時間をとられることもあるが，それほど苦痛ではない。イ
タリアとの交渉では，しばしば行き来があった。Wブランドは世界戦略でビ
ジネス展開をしているので，デザインについては非常にうるさかった。日本
で売れるようなデザインに修正するのだが，簡単にOK：が出ないこともあっ
た。
　Wブランドに6年ほど携わったのち，1年半前から紳士物のゴルフウエア
のブランドに携わっている。これはC社のオリジナル・ブランドである。オ
リジナル・ブランドをやってみたかったため異動したが，それまで婦人服が
ほとんどであったため紳士服への異動は冒険であった。ただデザイナーとし
て最初に就職した会社でユニセヅクスのものをやり，紳士やゴルフウエアも
やっていたので，それほどの抵抗ぽなかった。しかし，ゴルフウエアはシニ
アがターゲットなので，デザイン的には婦人服のような冒険がほとんどでき
ない。新しい試みをしても，ほとんど売れないと言われ，ディテールにこだ
わざるを得ない。なによりも，ゴルフウエアというのは，ふつう定番のみ
で，デザイナーがいない分野である。
　これまでのデザイナーとしての経験では，パタンナーとの交渉も色々あっ
たが，自分の思ったデザインでパターンができなければ妥協せざるをえな
い。こういつたやり取りは人それぞれだが，経験を通じて体得していくもの
である。デザイナーとして一人前になるには，人により差があるが，10年て
いどは必要である。とくにC社のようなミセスの服を，若い人がつくるには
無理があり，かなりのキャリアを必要とする。Mさんの経験では，最初に就
職した会社での経験が大きかった。まだ，それほどのキャリアがなかったに
もかかわらず，仕事を全面的にまかせられ，チーフまでの仕事をおこなっ
た。ここで基礎がしっかりとできて，その後のデザイナーとしての仕事に大
きなプラスとなっている。最近のデザイナーは基礎ができていない人が多
一195一
196
く，上のクラスになって辞めていく人が多い。
　デザイナーはやはり感性が必要で，感性は年齢とともに劣っていくのかも
しれない。新しい発想が出にくいのは確かだ。今後は，ブリ～になって顧問
やアドヴァイザーになるのが夢である。最近，経営の勉強のために部長会議
に出席し，社長の意見などを聞く機会が多いが，とても勉強になる。
　　（2）C社Nさん（チーフ・パタンナー；33歳女性）
　専門学校卒業後，あるアパレル会社にパタンナーとして就職し，7年働
く。その会社の事務所の移転にともない，通勤が困難になったため，1989年
にC社に転職する。編み子さんの勉強会に出ていて，そこでの友人による紹
介であった。
　最初の会社では4年目にブランド変更にしたがい，チーフ・パタンナーに
なる。その頃から新入社員の教育をはじめとして，管理的なことにふりまわ
されることが多くなる。自分でつくることが好きであったので，新人の面倒
をみなくてすむことがC社に移った理由の一つでもあった。またC社のよう
な高級婦人服で，商品としてのランクを落とさずに移ることも条件として考
えていた。結果的に自分にとってプラスであり，めざす頂上が高くなった。
　最初についたブランドは，C社のオリジナル・ブランドであったが，イレ
ギュラー・サイズであったため，抵抗があった。前の職場ではレギュラー・
サイズであったし，自分で着ることのできないものは自分で感じることがで
きな：いためである。このブランドに3年半携わったあと，フランスのデザイ
ナーとの提携ブランドに移り，現在1年強すぎている。
　このデザイナーは日本で仕事をしている期間が長く，日本にあったデザイ
ンがよくわかる。C社ではプランナー2名，パタンナー2名の体制でおこ
なっているが，プランナーより説明をうけたあと分担を決め，2日～3日に
1型のパターンをつくる。デザインは，こちらで作ったものをフランスのデ
ザイナーがチェックする。
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　パタンナーとしての仕事は，デザイナーのシルエヅトを第一にして，．着や
すいものを作ることが重要である。デザイナー，パタンナーのキャリアにも
よるが，デザインしたものをパターンできないことはない。こういつた技能
は，仕事をやりながら身につけるものである。洋裁学校ではデザインが主で
縫製などはあまり教えてくれない。どのくらいで一人前になるかというと，
ふつう，入社後3年は育成してもらい，4年目から会社に恩返しするとよく
言われている。
　今後は，パタンナーとして仕事を続けたいと思っており，デザイナーや
MDなどに変わる気持ちはない。ただ，作りたぐなるものは変わっていくか
もしれない。．
　現在独身だが，結婚・出産しても仕事を続けたい。ただ職場の受け入れ体
勢によるところが大きいと思われる。たとえばブランクのあいだの穴埋めを
どのように行うかである。1年以上，仕事から離れると元のレベルに戻るの
は難しい。この業界は変化が激しく，求められるものが大きく変わっていく
からである。
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Research
Work of Designers and Pattern-makers in
Apparel Manufacturing Companies
Akira Wakisaka
This research is an intensive interview to five designers and six pattern
-makers in three apparel manufacturers. The purpose ofthe research is to
collect a detailed information on specialists who are thought to be fluid
workers and to be an approriate job for combining work with family.
Ten in eleven interviewees are women, who are almost single. They
think it is difficult to continiue to work after having a baby.
It is interesting that three companies have different personnel system
in treatment ofspecialists. Company A treats specialists as same as other
employees such as clerks or merchandizers. Company B treats pattern-
makers same as other employees but treats designers differently,
remuneration of designers are determined by annual base. Company C
treats specialists differnt from other employees, both designers and
pattern-makers are contracted and remunerated every year.
According to company's personnel strategy, career development ofthese
specialists differs. But difficulties of women for getting a career success
are same irrespective of firm's personnel system and of fluid or stable
workers.
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